
コロナ、改革・革新に活かせていますか

スティーブ・ジョブズは『危機に直面すると、物事がよく見えてくる』と言っていま
す。
つまり、コロナ禍の今こそ、本質・目的を見極め、改革、革新を進める絶好のチャン
スです。

例えば、コロナ禍で、修学旅行を取りやめた学校が多くあります。しかし、一方で本
質を見極め、修学旅行を実施している学校も多々あります。

修学旅行の本質とは何なのでしょうか。“遠方に旅行する”ことなのでしょうか。そ
うではないはずです。しかし、いつのまにか“修学旅行＝遠方への旅行”と思い込ん
でいたのではないでしょうか。

今年、修学旅行を実施している多くの学校が近場への旅行のようです。中には、自分
達の学校にキャンプするというところもあります。また、地元にある遊園地を貸し切
って、思い切り楽しんでもらうというのもありました。来客が大きく減少していた遊
園地側にもメリットがある、素晴らしいアイディアだと思います。
また、近場にすることにより費用が減少するというメリットもあります。
つまり、必ずしも遠くに行かなくても、修学旅行の目的を達することができていま
す。

このように、コロナ禍は従来のやり方・考え方を見直し、一気に変革するチャンスで
す。しかし、そのチャンスを活かせていますでしょうか。

コロナ慣れし、それなりに対策も講じていることから、従来のやり方・考え方に戻っ
てしまっていませんでしょうか。改革が中途半端になっていませんでしょうか。

特に、コロナ前から経営改革を推進していた企業にとって、コロナは改革を一気に進
展するチャンスだったはずです（下表例）。
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それが、また元に戻ったり、速度が遅くなっているとすれば、今後も改革はできない
でしょう。

弊社では、経営改革を支援するコンサルティング・研修を数多く実施しております。

是非、ご興味・ご質問のある方、下記までご連絡下さい。

http://www.nkb-net.co.jp/inquiry/

